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学生学生学生学生のののの確保の見通し等を記載した書類確保の見通し等を記載した書類確保の見通し等を記載した書類確保の見通し等を記載した書類    

    

１１１１    学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況    

    

(1) (1) (1) (1) 学生の確保の見通し学生の確保の見通し学生の確保の見通し学生の確保の見通し    

                

①①①①     定員充足の見込み定員充足の見込み定員充足の見込み定員充足の見込み    

    

            アアアア    入学定員設定の考え方入学定員設定の考え方入学定員設定の考え方入学定員設定の考え方    

入学定員の設定に際しては、長野県の大学定員の収容力が、平成26年

の数値で全国最低であることから、県内高校生の大学進学の機会をより

多く確保する観点からは、本学は、現在の長野県短期大学の入学定員240

人以上に設定することが必要であるが、一方で、少人数教育の実施など

きめ細かな指導体制を取ることや、県内私立大学から、現在の長野県短

期大学の入学定員に配慮した定員としてほしい旨の要望があったことな

どから、本学の入学定員は240人とした。 

学科別の入学定員については、健康発達学部こども学科の入学定員は、

同短期大学の幼児教育学科の入学定員と同じ40人とし、健康発達学部食

健康学科の定員は、同短期大学の生活科学科健康栄養専攻の入学定員か

ら10人少ない30人とした。また、グローバルマネジメント学部グローバ

ルマネジメント学科の入学定員は、競合校と考えられる信州大学経法学

部の入学定員180人、高崎経済大学経済学部の入学定員480人などを勘案

し、170人とした。 

    

        イイイイ    定員充足の見込み定員充足の見込み定員充足の見込み定員充足の見込み    

                平成28年１月から３月にかけて、県内100校（534学級）に在籍し、開

学時の平成30年度に入学する学年に当たる高等学校１年生（中等教育学

校の４年生を含む。）20,141人を対象に進学意向調査を実施し、17,673

人から有効回答を得た（回収率87.7％）。（資料１資料１資料１資料１） 

その調査結果においては、大学への進学希望者9,664人のうち、本学

に「入学を希望する」が186人、「受験先の候補の一つとして考える」が

1,395人であり、合計1,581人から入学の希望があった。 
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「入学を希望する」と回答した186人を学科別に分析すると、グロー

バルマネジメント学科（※）84人（入学定員170人）、食健康学科56人（入

学定員30人）、こども学科46人（入学定員40人）であった。グローバル

マネジメント学科を除いて、定員を上回っている。 

なお、グローバルマネジメント学科の「受験先の候補の一つとして考

える」は769人となっており、このうちの一定数が実際に受験するものと

考えられ、後述の大学説明会の開催や広報活動などを通じて、さらに入

学志望者が増加し、定員の170人を上回るものと考える。 

また、このアンケート調査において、大学進学を希望する者（9,664

人）のうち、進学を希望する大学の学問分野の第１希望を尋ねたところ、

「工学関係」が10.5％（1,018人）と最も多く、次いで、「看護学・保健

学関係」が9.7％（936人）、「医学・歯学・薬学関係」が9.4％（907人）、

「商学・経済学・経営学関係」が8.2％（795人）と続いている。 

県内の「商学・経済学・経営学関係」の学部については、信州大学経

法学部（入学定員180人）、松本大学総合経営学部（入学定員160人）、長

野大学企業情報学部（入学定員75人）があり、これらの入学定員を合計

すると415人となる。前述のアンケート調査の「商学・経済学・経営学関

係」の第１希望の795人と比べ、県内の「商学・経済学・経営学関係」の

学部の入学定員（合計415人）は380人少なく、この数がグローバルマネ

ジメント学科の入学定員170人を超えていることから、グローバルマネジ

メント学科は、「商学・経済学・経営学関係」に入学を希望する県内高校

生の受け皿になるものと考える。 

 

※ アンケート調査当時は、資料１資料１資料１資料１のとおり、「総合マネジメント学部総合マネ

ジメント学科」という学科名を示しているが、同資料中の説明『組織を動かし

て、物事を変えていく力を持ったリーダーを育成 [学問分野]商学・経済学・

経営学・法学・政治学など』は、学科名変更後の「グローバルマネジメント学

部グローバルマネジメント学科」についても異なるものでなく、得られた回答

は有効なものであると捉えている。よって、このアンケート調査結果を引用し

て説明する記述については、「総合マネジメント学部総合マネジメント学科」

を「グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科」として表記し

ている。 
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ウウウウ    競合校の状況競合校の状況競合校の状況競合校の状況    

本学の入学者選抜方法について、一般選抜は、グローバルマネジメン

ト学部グローバルマネジメント学科、健康発達学部食健康学科、こども

学科ともに、大学入試センター試験と個別学力検査とを組み合わせ、分

離分割方式（前期日程と中期日程）により実施する。 

 

＜グローバルマネジメント学部の競合校＞＜グローバルマネジメント学部の競合校＞＜グローバルマネジメント学部の競合校＞＜グローバルマネジメント学部の競合校＞    

本学のグローバルマネジメント学部の競合校として考えているのは、

本学と同じ国公立大学の信州大学経法学部と高崎経済大学経済学部であ

る。 

本学は、長野県長野市に所在する県立大学であるが、信州大学経法学

部は、長野県松本市（長野市から約50km）、高崎経済大学経済学部は、群

馬県高崎市（長野市から約80km）にそれぞれ所在する大学であり、本学

から地理的に比較的近い関係にある。 

また、いずれの学部も国公立大学の経済経営系の学部であり、一般選

抜の試験日程（本学は前期日程・中期日程を採用）から、これらの大学

を志願する者が本学を併願しやすくなったり、あるいは本学を第一志望

にしたりすることが考えられることから、本学部の受験者層はこれらの

学部と同程度になると想定している。 

信州大学経法学部（平成27年度までは経済学部）の一般選抜の志願状

況や定員充足の状況（過去３年間）については、志願倍率は平均すると、

前期日程で2.5倍、後期日程で7.2倍となっており、定員も毎年充足され

ている。 

高崎大学経済学部の志願状況や定員充足の状況（過去５年間）につい

ては、志願倍率は平均すると、前期日程で5.2倍、中期日程で14.3倍とな

っており、定員も毎年充足されている。 

本学のグローバルマネジメント学部の競合校と考えられるいずれの

学部でも、毎年一定の志願者数があり、定員も充足されていることから、

本学も、同様に、定員を充足すると考えられる。 

    また、県内の私立大学の「商学・経済学・経営学関係」の学部の志願

状況については、長野大学企業情報学部は、平成29年４月から公立化が

予定されていることもあり、平成29年度の一般入試で26.5倍、大学入試

センター試験利用入試で15.5倍と、非常に高い倍率となっている。松本
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大学総合経営学部の志願状況や定員充足の状況（過去５年間）について

は、志願倍率は平均すると、2.1倍となっており、定員も毎年充足されて

いる。 

    さらに、平成29年度国公立大学の前期日程の学部系統の志願状況につ

いては、前期日程の全体の志願者が前年比100.3％であるのに対し、「経

済・経営・商」の系統は前年比104.4％（出典：河合塾2017年度入試情報）

となっており、「経済・経営・商」の系統の人気が高まっている。また、

「経済・経営・商」の人気の傾向は、近年続いており、大きな経済状況

の変化がない限り、本学の初年度入試となる平成30年度においても続く

であろうことが見込まれる。このような状況の中で、後述の(2)の③の広

報活動を展開し、グローバルマネジメント学科の認知度を向上させるこ

とにより、県内はもとより県外からも多くの高校生が志望するものと考

えている。 

 

＜健康発達学部食健康学科の競合校＞＜健康発達学部食健康学科の競合校＞＜健康発達学部食健康学科の競合校＞＜健康発達学部食健康学科の競合校＞    

本学の健康発達学部食健康学科の競合校として考えているのは、本学

と同じ県立大学である新潟県立大学人間生活科学部健康栄養学科と静岡

県立大学食品栄養科学部栄養生命科学科である。 

いずれの大学も長野県と隣接する県に所在する県立大学であり、管理

栄養士養成課程や栄養教諭一種免許状の教職課程を有している。 

一般選抜の試験日程については、新潟県立大学が独自日程（Ａ日程・

Ｂ日程・Ｃ日程）、静岡県立大学が前期日程・後期日程であり、県内高校

出身者であって、これらの大学を志願していた者は、本学の受験をする

ものと考えられる。 

新潟県立大学人間生活科学部健康栄養学科の一般選抜の志願状況や

定員充足の状況（過去３年間）については、志願倍率は平均すると、Ａ

日程で7.0倍、Ｂ日程で8.1倍，Ｃ日程で15.0倍となっており、定員も毎

年充足されている。 

次に、静岡県立大学食品栄養科学部栄養生命科学科の志願状況や定員

充足の状況（過去３年間）については、志願倍率は平均すると、前期日

程で3.6倍、後期日程で6.5倍となっており、定員も毎年充足されている。 

本学の健康発達学部食健康学科の競合校と考えられるいずれの大学

でも、毎年一定の志願者数があり、定員も充足されていることから、本
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学も、同様に、定員を充足すると考えられる。 

 

＜健康発達学部こども学科の競合校＞＜健康発達学部こども学科の競合校＞＜健康発達学部こども学科の競合校＞＜健康発達学部こども学科の競合校＞    

本学の健康発達学部こども学科の競合校として考えているのは、本学

と同じ県立大学である新潟県立大学人間生活科学部子ども学科と山梨県

立大学人間福祉学部人間形成学科である。 

いずれの大学も長野県と隣接する県に所在する県立大学であり、保育

士養成課程や幼稚園教諭一種免許状の教職課程を有している。 

一般選抜の試験日程については、新潟県立大学が独自日程（Ａ日程・

Ｂ日程・Ｃ日程）、山梨県立大学が前期日程・後期日程であり、県内高校

出身者であって、これらの大学を志願していた者は、本学の受験をする

ものと考えられる。 

新潟県立大学人間生活科学部健康栄養学科の一般選抜の志願状況や

定員充足の状況（過去３年間）については、志願倍率は平均すると、Ａ

日程で32.3倍、Ｂ日程で9.3倍，Ｃ日程で16.0倍となっており、定員も毎

年充足されている。 

次に、山梨県立大学人間福祉学部人間形成学科の志願状況や定員充足

の状況（過去３年間）については、志願倍率は平均すると、前期日程で

5.3倍、後期日程で25.5倍となっており、定員も毎年充足されている。 

本学の健康発達学部こども学科の競合校と考えられるいずれの大学

でも、毎年一定の志願者数があり、定員も充足されていることから、本

学も、同様に、定員を充足すると考えられる。 

 

  エエエエ 18181818歳人口の歳人口の歳人口の歳人口の推移推移推移推移    

  上述のアンケートの結果をもとに、本県の 18 歳人口の動向や大学志願

率を加味し、推計すると、開学年度に当たる平成 30 年度は、入学定員 240

人の 4.8 倍に当たる 1,149 人の志願者が見込まれる。（資料２（資料２（資料２（資料２）））） 

なお、学生確保の長期的な見通しとして、18歳人口の将来推計をもと

に開学後20年間程度の試算を行った（資料（資料（資料（資料３３３３））））。その結果、平成52年度に

おいて、入学定員240人の1.9倍に当たる451人の志願者が見込まれる。 

 

以上のことから、学生の確保は十分に見込めるものと考えている。 
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②②②②    定員充足の根拠となる客観的なデータの概要定員充足の根拠となる客観的なデータの概要定員充足の根拠となる客観的なデータの概要定員充足の根拠となる客観的なデータの概要        

 

アアアア    アンケート調査アンケート調査アンケート調査アンケート調査    

      設置年度における進学対象者の入学意向及び新県立大学における学

生生活での関心を把握することを目的に、長野県内100校（534学級）

に在籍する高校１年生（中等教育学校の４年生を含む。）総生徒数

20,141人を対象に、平成28年１月12日から３月８日にかけて実施した。

各学校に、生徒数分のアンケート依頼文・新県立大学のリーフレット・

アンケート調査票を送付し、取りまとめての返送を依頼した。 

     回収状況は、長野県内100校（534学級）で17,673人の有効回答を得

た。有効回収率は87.7％であった。 

調査委託先は、有限会社エフワイエル（長野県松本市蟻ヶ崎台24－

３）である。 

 

      【アンケート調査の概要】【アンケート調査の概要】【アンケート調査の概要】【アンケート調査の概要】    

    問７．「新県立大学」への入学希望について 

        わからないが４４．０％と最も高く、入学を希望しないが３９．７％、受験先の候補の

一つとして考えるが１４．４％、入学を希望するが１．９％となっている。 

            

    

  

 

 

問８－１．入学を希望する、受験先の候補の一つとして考える者の希望す

入学を希

望する, 

1.9%

受験先の

候補の一

つとして

考える, 

14.4%

入学を希

望しない, 

39.7%

わからな

い, 44.0%

図７

回答数 割合

186 1.9%

1,395 14.4%

3,835 39.7%

4,248 44.0%

9,664 100.0%

入学を希望する

受験先の候補の一つとして考える

入学を希望しない

わからない

入学希望の有無

合計

表７
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る学科 

              希望する学科として総合マネジメント学科が５４．０％と最も高く、食健康

学科（２３．８％）、こども学科（２２．２％）と続いている。 

            

 

     問６．進学を希望する大学の学問・学科（第１希望） 

          第１希望では、工学関係が１０．５％と人気があり、看護学・保健学関係（９．

７％）、医学・歯学・薬学関係（９．４％）、商学・経済学・経営学関係（８．２％）と続

いている。 

総合マネジメント学

科, 54.0%
食健康学科, 23.8% こども学科, 22.2%

図８－１

回答数 割合

853 54.0%

377 23.8%

351 22.2%

1,581 100.0%

表８－１

食健康学科

こども学科

合計

希望する学科

総合マネジメント学科
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※ 詳細については、新県立大学設置に関するアンケート調査結果（資（資（資（資

料料料料１１１１）のとおり。 

    

イイイイ    競合校の定員充足状況のデータについて競合校の定員充足状況のデータについて競合校の定員充足状況のデータについて競合校の定員充足状況のデータについて    ※各大学ホームページ公表資料 
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そ

の

他

図４

回答数 割合

1,018 10.5%

936 9.7%

907 9.4%

795 8.2%

758 7.8%

697 7.2%

662 6.9%

640 6.6%

465 4.8%

431 4.5%

322 3.3%

312 3.2%

312 3.2%

305 3.2%

290 3.0%

261 2.7%

186 1.9%

135 1.4%

56 0.6%

176 1.8%

9,664 100.0%

情報学関係

合計

その他

表６－１

商学・経済学・経営学関係

文学・史学・哲学関係

理学関係

外国語関係

教育学関係（幼児教育学・保育学関係を除く）

幼児教育学・保育学関係

社会学関係

福祉学関係

家政学・被服学・住居学関係

希望する学問・学科

工学関係

看護学・保健学関係

医学・歯学・薬学関係

栄養学関係

心理学関係

法学・政治学関係

体育学関係

美術・芸術・デザイン関係

農学・獣医畜産学・水産学関係
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＜グローバルマネジメント学部＞＜グローバルマネジメント学部＞＜グローバルマネジメント学部＞＜グローバルマネジメント学部＞    

    

            信州大学経法学部信州大学経法学部信州大学経法学部信州大学経法学部（平成27年度までは経済学部）    

【平成28年度】 

試験 

日程 

学科名 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 応用経済 

学科 

60 167 2.8 162 2.7 81 

（※） 

総合法律 

学科 

60 138 2.3 133 2.2 81 

計 120 305 2.5 295 2.5 162 

後期 応用経済 

学科 

20 129 6.5 129 6.5 20 

総合法律 

学科 

10 68 6.8 68 6.8 10 

計 30 197 6.6 197 6.6 30 

   （※）一般選抜以外の推薦入試（募集人員30人）、私費外国人留学生入試（募集人員若

干）を含めて、201人。 

 

【平成27年度】 

試験 

日程 

学科名 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 経済学科 85 172 2.0 162 1.9 106 

（※） 

経済ｼ ｽ ﾃ ﾑ

法学科 

40 60 1.5 58 1.5 49 

計 125 232 1.9 220 1.8 155 

後期 経済学科 15 204 13.6 204 13.6 33 

経済ｼ ｽ ﾃ ﾑ

法学科 

10 62 6.2 62 6.2 29 

計 25 266 10.6 266 10.6 62 

（※）一般選抜以外の推薦入試（募集人員35人）、私費外国人留学生入試（募集人員若

干）を含めて、194人。 

 

【平成26年度】 

試験 

日程 

学科名 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 経済学科 85 275 3.2 264 3.1 101 

（※） 経済ｼ ｽ ﾃ ﾑ

法学科 

40 96 2.4 95 2.4 48 
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計 125 371 3.0 359 2.9 149 

後期 経済学科 15 58 3.9 58 3.9 15 

経済ｼ ｽ ﾃ ﾑ

法学科 

10 49 4.9 49 4.9 13 

計 25 107 4.3 107 4.3 28 

（※）一般選抜以外の推薦入試（募集人員35人）、私費外国人留学生入試（募集人員若

干）を含めて、224人。 

    

            高崎経済大学経済学部高崎経済大学経済学部高崎経済大学経済学部高崎経済大学経済学部    

【平成28年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 140 930 6.6 862 6.2 206 142 

中期 240 4,283 17.8 2,500 10.4 596 293 

 

【平成27年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 140 853 6.1 765 5.5 200 151 

中期 240 3,646 15.2 2,068 8.6 597 279 

 

【平成26年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 140 549 3.9 497 3.6 201 158 

中期 240 3,233 13.5 1,782 7.4 588 257 

    

【平成25年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 140 830 5.9 758 5.4 203 152 

中期 240 3,319 13.8 1,905 7.9 571 240 

    

【平成24年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 140 495 3.5 437 3.1 203 153 

中期 240 2,653 11.0 1,431 6.0 574 259 
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松本大学総合経営学部松本大学総合経営学部松本大学総合経営学部松本大学総合経営学部    

【平成28年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

総合経営 80 230 2.9 229 2.9 148 114 

観光ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ 80 167 2.1 165 2.1 112 100 

合計 160 397 2.5 394 2.5 260 214 

 

【平成27年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

総合経営 80 152 1.9 150 1.9 120 87 

観光ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ 80 162 2.0 160 2.0 124 99 

合計 160 314 2.0 310 1.9 244 186 

 

【平成26年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

総合経営 80 197 2.5 195 2.4 136 91 

観光ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ 80 150 1.9 148 1.9 104 86 

合計 160 347 2.2 343 2.1 240 177 

 

【平成25年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

総合経営 80 187 2.3 185 2.3 127 94 

観光ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ 80 145 1.8 144 1.8 116 89 

合計 160 332 2.1 329 2.1 243 183 

 

【平成24年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

総合経営 80 162 2.0 160 2.0 124 94 

観光ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ 80 125 1.6 122 1.5 104 88 

合計 160 287 1.8 282 1.8 228 182 

 

            長野大学企業情報学部長野大学企業情報学部長野大学企業情報学部長野大学企業情報学部（平成24年度から平成28年度までは聞き取り）    

【平成29年度】 
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試験 

区分 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

一般 17 450 26.5 不明 不明 54 不明 

大学入

試セン

ター試

験利用 

13 201 15.5 不明 不明 48 不明 

（※）上記のほか、AO入試（募集人員13人）、推薦入試（一般推薦及び指定校推薦（募

集人員30人）・自己推薦（募集人員２人））、経済支援特別入試、社会人・シニア特

別入試、外国人留学生入試、編入学がある。 

 

【平成28年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

企業情報 75 197 2.6 196 2.6 116 91 

 

【平成27年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

企業情報 75 142 1.9 141 1.9 131 99 

 

【平成26年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

企業情報 75 140 1.9 137 1.8 133 93 

 

【平成25年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

企業情報 75 126 1.7 126 1.7 112 94 

 

【平成24年度】 

学科 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

企業情報 75 84 1.1 83 1.1 80 61 

 

＜健康発達学部食健康学科＞＜健康発達学部食健康学科＞＜健康発達学部食健康学科＞＜健康発達学部食健康学科＞    

    

       新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科    
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【平成28年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

Ａ日程 12 83 6.9 64 5.3 23 18 

Ｂ日程 15 126 8.4 101 6.9 35 9 

Ｃ日程 3 38 12.7 24 8.0 4 4 

 

【平成27年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

Ａ日程 12 88 7.3 78 6.5 22 16 

Ｂ日程 15 133 8.9 104 6.9 36 12 

Ｃ日程 3 41 13.7 23 7.7 4 3 

 

【平成26年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

Ａ日程 12 83 6.9 72 6.0 21 16 

Ｂ日程 15 105 7.0 82 5.5 27 9 

Ｃ日程 3 56 18.7 44 14.7 6 5 

 

      静岡県立大学静岡県立大学静岡県立大学静岡県立大学食品栄養科学部栄養生命科学食品栄養科学部栄養生命科学食品栄養科学部栄養生命科学食品栄養科学部栄養生命科学科科科科    

【平成28年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 15 55 3.7 51 3.4 19 16 

後期 5 25 5.0 16 3.2 7 6 

 

【平成27年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 15 52 3.5 47 3.1 20 19 

後期 5 40 8.0 17 3.4 6 4 

 

【平成26年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 15 53 3.5 51 3.4 20 20 

後期 5 32 6.4 13 2.6 6 5 
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＜健康発達学部こども学科＞＜健康発達学部こども学科＞＜健康発達学部こども学科＞＜健康発達学部こども学科＞    

    

       新潟県立大学人間生活学部子ども学科新潟県立大学人間生活学部子ども学科新潟県立大学人間生活学部子ども学科新潟県立大学人間生活学部子ども学科    

【平成28年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

Ａ日程 5 148 29.6 148 29.6 45 9 

Ｂ日程 20 135 6.8 110 5.5 44 18 

Ｃ日程 5 74 14.8 43 8.6 6 5 

 

【平成27年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

Ａ日程 5 170 34.0 170 34.0 31 6 

Ｂ日程 20 224 11.2 196 9.8 52 22 

Ｃ日程 5 69 13.8 39 7.8 6 5 

 

【平成26年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

Ａ日程 5 167 33.4 167 33.4 30 4 

Ｂ日程 20 199 10.0 159 8.0 59 20 

Ｃ日程 5 97 19.4 61 12.2 6 6 

 

山梨県立大学人間福祉学部人間形成学科山梨県立大学人間福祉学部人間形成学科山梨県立大学人間福祉学部人間形成学科山梨県立大学人間福祉学部人間形成学科    

【平成28年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 18 86 4.8 72 4.0 24 22 

後期 2 45 22.5 16 8.0 2 2 

 

【平成27年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 18 116 6.4 104 5.8 28 25 

後期 2 58 29.0 30 15.0 2 2 
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【平成26年度】 

試験 

日程 

募集 

人員 

志願 

者数 

志願 

倍率 

受験 

者数 

受験 

倍率 

合格 

者数 

入学 

者数 

前期 18 86 4.8 78 4.3 26 22 

後期 2 50 25.0 19 9.5 2 2 

 

    ③③③③    学生納付金の設定の考え方学生納付金の設定の考え方学生納付金の設定の考え方学生納付金の設定の考え方    

本学では、学生納付金（４年間合計）として、県内出身者は2,284,200円、

県外出身者は2,566,200円を予定した。    

この金額は、文部科学省の国立大学等の授業料その他の費用に関する省

令や大学の施設整備等に係る県民負担、県内出身者の入学促進等を踏まえ

設定したもので、近隣の国公立大学と比較しても妥当な水準であり、県内

出身者、県外出身者のいずれにとっても無理なく学べる環境を提供できる

ものと考える。 

 

表 10－① 経営系４年制大学学費等比較一覧 

  （単位：円） 

 入学金 初年度 初年度合計 ２年次以降 ４年間合計 

長野県立大学 

（ 仮 称 ） 

県内出身者 141,000 

535,800 

676,800 

1,607,400 

2,284,200 

県外出身者 423,000 958,800 2,566,200 

信 州 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

新 潟 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

富 山 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

金 沢 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

高崎経済大学 

市内出身者 141,000 

520,800 

661,800 

1,562,400 

2,224,200 

市外出身者 282,000 802,800 2,365,200 

山 梨 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

山梨県立大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 470,000 1,005,800 2,613,200 

千 葉 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

一 橋 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

横浜国立大学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

静岡県立大学 

県内出身者 141,000 

535,800 

676,800 

1,607,400 

2,284,200 

県外出身者 366,600 902,400 2,509,800 

名古屋市立大学 

市内出身者 232,000 

535,800 

767,800 

1,607,400 

2,375,200 

市外出身者 332,000 867,800 2,475,200 

平 均 値 281,413 534,550 815,338 1,603,650 2,417,113 

※ 各大学公表資料より 
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表 10－② 栄養系４年制大学学費等比較一覧 

（単位：円） 

 入学金 初年度 初年度合計 ２年次以降 ４年間合計 

長野県立大学 

（ 仮 称 ） 

県内出身者 141,000 

535,800 

676,800 

1,607,400 

2,284,200 

県外出身者 423,000 958,800 2,566,200 

山 形 県 立 

米沢栄養大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 564,000 1,099,800 2,707,200 

新潟県立大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 564,000 1,099,800 2,707,200 

千 葉 県 立 

保健医療大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 423,000 958,800 2,566,200 

お茶の水女子大学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

神 奈 川 県 立 

保健医療大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 564,000 1,099,800 2,707,200 

静岡県立大学 

県内出身者 141,000 

535,800 

676,800 

1,607,400 

2,284,200 

県外出身者 366,000 902,400 2,509,800 

平 均 値 366,545 535,800 902,400 1,607,400 2,509,800 

※ 各大学公表資料より 

 

表 10－③ 幼児教育系４年制大学学費等比較一覧 

（単位：円） 

 入学金 初年度 初年度合計 ２年次以降 ４年間合計 

長野県立大学 

（ 仮 称 ） 

県内出身者 141,000 

535,800 

676,800 

1,607,400 

2,284,200 

県外出身者 423,000 958,800 2,566,200 

上越教育大学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

新潟県立大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 564,000 1,099,800 2,707,200 

富 山 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

埼 玉 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

千 葉 大 学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

東京学芸大学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

山梨県立大学 

県内出身者 282,000 

535,800 

817,800 

1,607,400 

2,425,200 

県外出身者 470,000 1,005,800 2,613,200 

都留文科大学 

市内出身者 141,000 

520,800 

661,800 

1,562,400 

2,224,200 

市外出身者 282,000 802,800 2,365,200 

愛知県立大学 282,000 535,800 817,800 1,607,400 2,425,200 

名古屋市立大学 

市内出身者 232,000 

535,800 

767,800 

1,607,400 

2,375,200 

市外出身者 332,000 867,800 2,475,200 

平 均 値 305,500 534,300 839,157 1,602,900 2,440,129 

※ 各大学公表資料より 
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(2) (2) (2) (2) 学生確保に向けた具体的な取組状況学生確保に向けた具体的な取組状況学生確保に向けた具体的な取組状況学生確保に向けた具体的な取組状況    

    

①①①① 大学説明会の開催大学説明会の開催大学説明会の開催大学説明会の開催    

    平成27年11月から12月にかけて、県内３会場（松本市、長野市、伊那市）

において大学説明会を開催し、合計で約200人の出席者があった。大学説明

会では、理事長予定者や学長予定者から大学の紹介を行うとともに、グロ

ーバルマネジメント学部の教員候補者による模擬授業を行った。参加した

高校生からは、「現在の段階では、総合マネジメント学科に入りたいと思

った」、「今まで、マネジメントや経済の分野は自分にはきっと向いてい

ない、学んでも自分は力を発揮できないだろうと思っていたが、先生のお

話を聞いて、マネジメントに興味を持った」などの感想が寄せられた。ア

ンケート結果については、資料資料資料資料４４４４のとおりである。 

   また、平成28年11月末から平成29年２月にかけても、大学説明会を県内

７会場において開催し、高校生、保護者、教育関係者など参加者は597人と

なった。（当初、平成28年11月末から12月にかけて５会場での開催を予定し

ていたところ、定員を超える申込みがあったことから、平成29年２月に２

会場での開催を追加したものである。） 

   参加者のうち、557人がアンケート調査に回答した（（（（資料４－２資料４－２資料４－２資料４－２））））。本学

への入学希望についての問いに対しては、「入学を希望する」が221人、「受

験先の候補の一つとして考える」が286人（合計507人）であった。この507

人の学科別の希望状況は、グローバルマネジメント学科が201人、食健康学

科が167人、こども学科が104人となった（その他複数回答等あり。）。 

アンケート調査に回答した557人のうち、高校生は262人であり、この262

人の回答の中に、本学への「入学を希望する」が95人、「受験先の候補の一

つとして考える」が160人（合計255人）あった。この255人の学科別の希望

状況は、グローバルマネジメント学科が96人、食健康学科が96人、こども

学科が51人となった（その他の回答もあり。）。大学説明会の開催を重ねる

ことにより、グローバルマネジメント学科を希望する高校生も増加してき

ていることがうかがえる。 

   併せて、このアンケート調査において、本学の魅力について尋ねたとこ

ろ、「海外プログラム」、「少人数授業」、「学生寮」、「学費」の順で挙げられ

た回答（複数回答）が多かった。大学説明会における海外プログラムに関

する説明では、入学料や授業料とは別に参加費用がかかることについても
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触れており、他大学よりも学費面で高くなるものの、海外プログラムの教

育内容を重視し、本学を志願する者がいることを表しているものと考えて

いる。 

平成29年度も引き続き大学説明会等を開催することとしており、各学科

の模擬授業、学科紹介等を通じて、本学への入学を志望する高校生の増加

が期待できる。 

    

②②②②    高校訪問高校訪問高校訪問高校訪問及び模擬授業及び模擬授業及び模擬授業及び模擬授業    

   進学校を中心に、学長予定者、グローバルマネジメント学部長予定者の

教員等で県内高等学校を訪問した。 

   また、県内高等学校の長野県短期大学へのキャンパス訪問の機会を捉え

て、学長予定者、グローバルマネジメント学部長予定者の教員等が本学の

理念や教育内容、グローバルマネジメント学部の紹介等を行った。 

   このほか、県内高校学校から模擬授業等の希望を取り、希望のあった高

等学校に出向き、グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学

科や健康発達学部食健康学科、こども学科の教員候補者による模擬授業を

行っている。 

  

 ③③③③    広報活動広報活動広報活動広報活動    

    長野県の広報誌の広報「ながのけん」に大学の紹介記事を掲載するなど、

本学のＰＲを行っている。 

また、開学前のＰＲをより充実するため、平成28年10月末には、プレウ

ェブサイトを立ち上げ、理事長や学長からのメッセージや学部学科別のカ

リキュラムの紹介などを掲載して、広報の強化を図っている。このプレウ

ェブサイトでは、県内企業からの応援メッセージを掲載するなど、企業と

連携した広報も行っている。 

このほか、大学紹介のリーフレットなども制作し、大学説明会などで配

布し、本学に関心のある高校生やその保護者などに周知を行っていく。 

   なお、平成29年度においては、新聞広告や受験情報誌への記事掲載、WEB

広告、車体広告・交通広告など、あらゆる広報手段を活用して、県内はも

とより、県外においても北陸新幹線沿線の近隣県と首都圏を中心に、戦略

的な広報を展開し、本学の認知度を向上させ、特に、グローバルマネジメ

ント学科の志願者を獲得していくことを予定している。 
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２２２２    人材需要の動向等社会の要請人材需要の動向等社会の要請人材需要の動向等社会の要請人材需要の動向等社会の要請    

    

(1) (1) (1) (1) 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的    

    

長野県が持続的に発展していくために、グローバルな視野を持ち、ビジネ

スや地域社会にイノベーションを起して新しい価値を創造していく、県内の

経済発展と地域の牽引に貢献する自立した人材の輩出が本学に求められて

いる。    

   また、長野県の知の拠点として、県政課題・地域課題に積極的に取り組み、

成果を地域に還元することにより、産業の振興や住みやすい地域づくりに

貢献することが本学に求められている。 

長野県の持続的発展のため、課題解決に貢献する人材と大学が求められ

ていることに鑑み、本学は、生きる拠り所となる深い専門性と幅広い教養を

身に付けるとともに、豊かな人間性とグローバルな視野を持ち、ビジネスや

地域社会にイノベーションを起して新しい価値を創造していく、地域に貢献

する自立した人材を育成することを目的とするものであり、学科別の養成す

る人材像は、次のとおりである。 

 

     ①①①①    グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科    

本学科は、グローバルな視野と果敢なリーダーシップを持ち、企（起）

業家精神によって、将来、地域の資源・人材・組織を生かして事業創造に

挑戦するビジネス・リーダー、社会や地域の課題解決に挑戦してその解決

のための事業創造をする企（起）業家、公共サービスを立案・実行する地

域社会のリーダーとなる人材を育成することを目標とするものであり、こ

の教育目標を実現するために設けた所定の専門教育科目と総合教育科目

を履修することにより、次のアに掲げる資質・能力とともに、次のイから

エまでに掲げる学生が選択したいずれかのコースに応じた資質・能力を身

に付け、所定の単位を修得した者に学位を授与するものである。 

  ア 共通 

   ・ グローバルな英知、多様な価値観や異文化を理解し、交流するため

の教養と発信する能力 

・ 豊かな人間性と高い倫理観を持ち、自律的に目標を掲げ、協働して
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実現するためのリーダーシップと実現の道筋を論理的に見極める能力 

・ 未来を切り拓き、グローバルにチャレンジできるための専門的知識

とたくましく生きる能力 

・ グローバルな視点から、現代社会の多様な課題に対して論理的に思

考する能力 

  イ グローバル・ビジネスコース 

     企業経営の諸課題を的確に把握する専門知識を持ち、その課題解決

のためにマネジメントする能力 

ウ 企（起）業家コース 

社会や地域について問題意識を持ち、新たな事業機会を発見し、事

業創造を企画する能力 

エ 公共経営コース 

地域社会の諸課題を的確に把握するための公共経営に関する専門的

知識を持ち、その課題解決のため企画立案する能力 

 

②②②②    健康発達学部食健康学科健康発達学部食健康学科健康発達学部食健康学科健康発達学部食健康学科    

本学科は、食を通じた健康に関する幅広い知見と、栄養学を中心とした

食物（調理を含む。）や人の体に関する専門的知識・技術を併せ持ち、それ

らを総合的に理解して、倫理観やグローバルな視野も身に付けて他者と豊

かなコミュニケーションを構築し、人々の健康やＱＯＬの向上に寄与する

食を通じた健康のプロフェッショナルとなる人材を育成することを目標と

するものであり、この教育目標を実現するために設けた所定の専門教育科

目と総合教育科目を履修することにより、次に掲げる資質・能力を身に付

け、所定の単位を修得した者に学位を授与するものである。 

・ 専門的知識と技術を身に付け、論理的・科学的に考察する力 

・ 人との関わりを大切にし、食を通して人々の健康を支える力 

・ 生涯にわたり、主体的な学びを継続する力 

・ グローバルな視野を持ちつつ、地域において食を通じた健康に関する

活動を実践する力 

・ 管理栄養士としての倫理観に則り、ミッションを達成できる力 

 

     ③③③③    健康発達学部こども学科健康発達学部こども学科健康発達学部こども学科健康発達学部こども学科    

本学科は、こどもがより良く育つための環境や教育についての広い識見



 

21 

を有し、グローバルな視野を持ちながら、地域の環境を生かした保育を創

造するとともに、関係者と協働しつつ、保育や子育てをめぐる課題解決を

図ることができる実践力と専門性を持ち、将来の保育・幼児教育のリーダ

ーとなる人材を育成することを目標とするものであり、この教育目標を実

現するために設けた所定の専門教育科目と総合教育科目を履修すること

により、次に掲げる資質・能力を身に付け、所定の単位を修得した者に学

位を授与するものである。 

  ・ 健やかにこどもが育つための課題を明らかにし、グローバルな視野を

持ちながら地域や社会の特性を生かした保育を創造する専門的知識と支

援力 

・ 保育や教育の場でこどもと保護者を支え、より良い子育ち・子育て環

境を創造する論理・実践力 

・ 乳幼児期のこどもの特性を理解し、豊かな表現力と感受性をもって乳

幼児にふさわしい保育・教育を総合的に計画・展開する力 

・ 保育者として学び続け、他者との協働によって課題を解決するための

課題発見、情報収集、分析思考力、表現力、コミュニケーション力など

の汎用的能力 

 

    ((((2222) ) ) ) 上記上記上記上記(1)(1)(1)(1)が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることが社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることが社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることが社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであること

の客観的根拠の客観的根拠の客観的根拠の客観的根拠    

    

        ①①①①    各種統計調査について各種統計調査について各種統計調査について各種統計調査について    

    長野県が設置する長野県短期大学は、昭和25年に全国初の短期大学とし

て開設されたものである。長い歴史の中で、地域のために優れた人材を育

成することに大きな貢献を果たしてきた同学であるが、高等教育機関を取

り巻く環境が変化する中において、これに対応し、同学が県民のニーズに

応えられるようその目指すべき方向性について検討するため、長野県は、

平成22年２月に「長野県短期大学の将来構想に関する検討委員会」を設置

した。 

    この委員会は、以降８回にわたり議論を重ね、平成23年７月に『長野県

短期大学の将来構想に関する報告書』（資料（資料（資料（資料５５５５））））をとりまとめた。（概要は、

資料６資料６資料６資料６）））） 

    この報告書は、高等教育を取り巻く環境の変化として、全国における短
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期大学への進学率が平成６年度をピークに低下しており、短期大学数と入

学者数が減少しつつあることなど、併せて、長野県の高等教育の現状とし

て、長野県内においても、短期大学への進学率は低下傾向にあり、入学者

数が減少していること、さらには、県内高校出身者の進学先大学の８割以

上が県外であることなどについて分析を行っている。その上で、課題とし

て、長野県が平成22年に実施したアンケート（（（（資料５資料５資料５資料５にあにあにあにあり）り）り）り）において、

大学進学を希望する高校生の７割以上が県外大学への進学を希望してお

り、その理由として最も多く選択されたものが「県内に進学したい大学が

ない」であったことなどを踏まえつつ、高校生の進学の選択肢の拡大等の

必要性が挙げられている。 

また、長野県の高等教育において県が果たすべき役割として、高等教育

を受ける機会の充実等を示すとともに、長野県短期大学の現状と課題とし

て、先述の現状分析を踏まえ、将来にわたって学生を確保し続けることへ

の懸念を明らかにしている。 

    これらを踏まえ、この報告書は、新たな公立４年制大学の設置が必要で

あると結論付けている。 

    さらに、この報告書は、「めざすべき大学像」について、基本的な考え方

を示すとともに、人材育成の分野などについて提言している。 

このアンケートは、平成22年５月下旬から７月中旬にかけて、県内高校

生2,160人、県内企業（従業員10人以上）2,000社、県民（満20歳以上）2,000

人を対象に実施したもの（回収率：県内高校生97.6％、県内企業39.0％、

県民33.1％）であり、この報告書においては、県内企業と県民に対するア

ンケート調査の結果を踏まえ、人材育成の分野については、少子高齢化や

人口減少の進行、地域活力の低下の懸念、中山間地域や農山村の衰退、中

心市街地の空洞化、コミュニティの崩壊等の様々な問題に直面する中で、

地域課題の解決や地域づくりに主体的に関わることができる人材の必要

性とともに、経済活動のグローバル化により、ものづくり産業や観光面で

の長野県の強みを生かすためには、世界を視野に入れた企業経営や経営課

題の解決に必要な専門知識に加え、グローバルな時代を生きる幅広い国際

感覚や外国語によるコミュニケーション能力を身に付けた人材の必要性

が挙げられており、新たな公立４年制大学においては、グローバル社会に

対応できる知識・技能を身に付け、地域課題の解決に積極的に関わり、地

域の発展のためにリーダーとして貢献できる人材を育成すべきであると
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している。 

 

②②②② 採用意向調査について採用意向調査について採用意向調査について採用意向調査について    

平成28年１月から３月にかけて、県内の企業・事業所から1,280か所、

特定給食施設、私立保育園・私立幼稚園・児童福祉施設から643か所を抽

出し、併せて県内市町村役場（77自治体）を対象（総数は2,000か所）と

した採用意向調査を実施し、企業・団体からの810か所と77市町村の合計

887か所から有効回答を得た（回収率44.4％）。各学科の卒業生についての

採用意向と、採用を考える場合の毎年の採用予定者数については、新県立

大学設置に関するアンケート調査結果（資料（資料（資料（資料１１１１）のとおりである。 

 

アアアア    グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科グローバルマネジメント学部グローバルマネジメント学科    

グローバルマネジメント学科については、「積極的に採用したい」が

138か所、「一応採用を考える」が140か所、「状況によっては採用を考え

る」が346か所の合計624か所から、何らかの採用意向がある旨の回答が

あった。 

また、採用を考える場合の毎年の採用予定者数は、１人が132か所、

２人が60か所、３人が37か所、４人が７か所、５人が18か所、６人以上

が51か所、未定が319か所となっている。 

 

    イイイイ    健康発達学部食健康学科健康発達学部食健康学科健康発達学部食健康学科健康発達学部食健康学科    

健康発達学部食健康学科については、「積極的に採用したい」が65か

所、「一応採用を考える」が88か所、「状況によっては採用を考える」が

341か所の合計494か所から、何らかの採用意向がある旨の回答があった。 

また、採用を考える場合の毎年の採用予定者数は、１人が133か所、

２人が21か所、３人が12か所、４人が１か所、５人が６か所、６人以上

が19か所、未定が302か所となっている。 

 

    ウウウウ    健康発達学部こども学科健康発達学部こども学科健康発達学部こども学科健康発達学部こども学科    

健康発達学部こども学科については、「積極的に採用したい」が49か所、

「一応採用を考える」が73か所、「状況によっては採用を考える」が231

か所の合計353か所から、何らかの採用意向がある旨の回答があった。 

また、採用を考える場合の毎年の採用予定者数は、１人が67か所、２
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人が21か所、３人が14か所、４人が０か所、５人が４か所、６人以上が

17か所、未定が230か所となっている。 



「学生の確保の見通し等を記載した書類」の資料目次

資料１ 新県立大学設置に関するアンケート調査結果

資料２ 長野県内から長野県立大学（仮称）への進学希望者の推計

資料３ 長野県内から長野県立大学（仮称）への進学希望者の推計【長期的な見通し】

資料４ 大学説明会のアンケート結果について（平成27年11月～12月）

資料4-2 平成28年度大学説明会のアンケート結果について

資料５ 長野県短期大学の将来構想に関する報告書

資料６ 長野県短期大学の将来構想に関する報告書（概要）
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